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は　　　　し　　　　が　　　　き

ここに東大阪市統計書令和５年 ( ２ ０ ２ ３年 ）版を刊行いたします。

本書は、市内の人口、産業、経済、社会、文化などの各分野にわたる基本的な

統計資料を総合的に収録し、市勢の現況並びに発展の推移を明らかにしようと

するものです。行政施策上はもとより、各般の基礎資料としてご活用いただければ

幸いです。

編集にあたりましては、より利用しやすいように内容の精査と改善につとめ

ましたが、今後とも各方面からのご意見を得て、より一層内容の充実につとめて

参りたいと存じます。

本書の刊行にあたりまして、資料の提供に格別のご協力を賜りました関係機関

各位に対し、厚く感謝の意を表しますとともに、今後ともよろしくご指導、ご協力を

お願い申し上げます。

令 和 ６ 年 ７ 月

東大阪市長　　野　田　義　和



市章のいわれ

東大阪市の頭文字 「ひ 」の字を

図案化 し 、 平 和 と 希望の象徴で

あ る 鳩 の 姿 で あ ら わ し た も の 。

はばたく鳩のイメージは「豊かな

住みよいまち」をめざす本市の輝か

しい未来を示しています。

ト ラ イ く ん

東大阪市にある「東大阪市花園ラグビー

場」は、全国高等学校ラグビーフットボール大

会の会場として、全国の高校ラガーマンの憧

れの的となっています。 

本市では、ラグビーの持つ「力強さ」、「連

帯性」、「すがすがしさ」といったイメージを活

かし、市民と一体となって個性と魅力に満ち

たまちづくりを進めていきたいと考え、「ラグビ

ーのまち東大阪」を表明しました。 

また、マスコットキャラクターとして、市民公

募により「トライくん」を選定し、ＰＲに努めてい

ます。 



宣言 し ま す。

　昭和６０年１１月１日

で す 。

　昭和６０年１１月１日

あすの社会を担い、未来の平和と繁栄を築く

平和都市宣言

平和は、人間として生きるための基本であり、

全世界共通の願いです。

私たちの生活も 、本市のまちづ く りの理念で

ある 「人間尊重に根ざした市民都市の創造 」の

実現 も真の恒久平和な く し て は 望め ませ ん 。

このため、私たちは平和の重要性とこれを脅

かす核兵器の廃絶を全世界に訴えるとともに、

本 市が非核 「 平 和 都市 」 で あ る こ と を こ こ に

東 大 阪 市

青少年健全育成都市宣言

青 少 年 が 健 や か に 育 つ ま ち づ く り を 進 め る

こ と を決意 し 、本市を 「 青少年健全育成都市 」

と す る こ と を こ こ に 宣 言 し ま す。

東 大 阪 市

ものは青少年です。

青少年が誇 り と 責任を自覚 し 、 た く ま し く 健

や か に 成 長 す る こ と は 、 市 民 す べ て の 願 い

この願いを実現するため、青少年自らの努力

を 期 待 す る と と も に 、 家 庭 、 学 校 を は じ め

地域社会が一体 と な り 、市民の総力をあげて



１．

２．

３．

ある。

４．

何月何日現在等の表示のあるものは、期日現在の数値を示す。

５．

掲げたが、一見して明らかなものは省略した。

６．　数字の単位未満四捨五入により、総数と内訳の計が一致しない場合もある。

７．

異なる場合がある。

８．　統計表の符号の用法は、特に注記のない限りつぎのとおりである。

「０」または「０．０」 単位未満

「―」 皆無又は該当数値なし

「△」 減少又は負数（ただし、気温の氷点下０度未満は、

マイナス（-）標記としている。）

「…」 不明又は不詳

「Ｘ」 該当数値はあるが公表を差し控えたもの

９．

政策課に照会されたい。

凡　　　　　例

表中の数値の単位は、各表の上部左端に、項目ごとに単位が異なるものは、表中に

町丁目別結果表の町丁目は調査期日現在のもので、住居表示の実施により現況と

表中の用語等の説明は脚注に示している。

疑義のある場合は、それぞれの資料出所先又は本市行政管理部情報政策室情報

本書に収録した統計資料について、さらに詳細な数値が必要な場合あるいは

資料は、原則として平成３０年（年度）から令和４年（年度）までの数値を収録

各表の一般的な説明は頭注に、資料の出所は下部左端にそれぞれ掲げた。また、

統計表の数値は、表題または頭注に説明がない限り、東大阪市域についての数値で

統計表は、特に注記のない限り、年とあるものは１月から１２月まで、年度とある

ものは４月から翌年３月までの数値である。また、表の上部右端に何年度末現在、

している。
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